
長野県社会部障害者自立支援諜  

（郵障害者相談支援事業  19年度要求節 238，630干円〔一般財源 202，970千円、墨壷 22，892千円、国庫12て68干  
円）   

18年慢予萄嘗萱 250，538千円（一組郷原 245、498千円、国庫 5、D40干円J  

障害苗の地I或生活を更える3障害対幅の「障害者総合支援セン皇二二LH161ロノ1スター  
ト  

○障害壱総合責i衰亡ンターを10障害保健福祉圏域こ1か所つつ設置する「，   
0窒てのセンターに、各臆害に対応てきるコーチィネ一夕一等を配置する  

19年度 障害者自立支援法に墓つく相談支援事業   

○市町村と県との役割分担を整理しながら、圏工頭ことの障害者の相談支援体制を聖備構築  

ユユ  

市町村と県とが連携し、圏域ごとの相談支援体制を整備  
（様々な人や機関が協力して支援していく仕組み作り）  

±二1  

地毯王墓ら王座害畳の安心を塵保土、自立を支援   

人員配置の推移（18年度→19年度）  
3障害・障害児の］うィトクー  

19年度   18年度   

区分  身体 〕うてイネー   矢D的 ］一子ーィネ 四  精神 ］うfネー 四  障害児 原音支援  生活支援 ワーカー  就業支援 ワーカー  計   

計   白   8   13  ノ14  ′14    68   

☆   

区分  身体  知鱒‡  ∨精神＼  障害児  専毒支援  生活史潅 ワカ ー  試巣立譲 ワーカー  斬 アドハ  
イヴー   

計  9  8  15  12  12  14    10  91   

市町村事案市町村事業両町舶鱒町村事業  団3  

※市刊村事業分について儲魁馳 割こ抜1 幸！職8  
市吼村事業  1掴三い昌C 市1  匡‡2  

7  県王1哉1 県佃9  



北信地域障害福祉自立支援協議会  イメージ図 （H19．5月現在）   



北信地域障害福祉自立支援協議会 部会構成メンバー図  □＝郡含メンハー  

⊂ニコ＝構成機関外  

」L」」■」■」Lコ仁一⊂tll■「＝」■■11tlll「  

（H19．5月現在）  
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市町村事務担当者部会  ■■  

事務局  

北信圏土或障害者総合相談支援セン   
実施主体  

6市町村  
地方事務所  
地域福祉課  

広域連合  

ヽ－■＝＝＝■＝．．＝■‖■‥．■■  

就労支援部会  
・ハローワク  

療育支援部会  
一義進学校  

日中活動支援部会  
・云戎労移行予定事業所  

在宅支援部会   
・対芸綜初協議芸  

社会福祉協議会  ハローワーク  

3 医 療 機 関  

就労移行支援予定事業所  ク、、ルーフ牒－ム・ケアホーム  

保  健  所  

授産施設・作業所等  
地方事務所  
（商工観光課）  

（福祉課）  

3福祉事務所  

6民生児童委員協議  
〈  

6市町村保健師  

6障害者当事者団体  

企業・商工団体等  

3居宅事業者  

事 務 局  セ
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ム問榛討芸」十20．3、1（うj 幼児期から就学への移行支援  

且 就学指導と相談支援体制  

直接相談  

（保護者からの申込書提出）  

教育相談のあり方の指導・助言  

他市町村の情報  

子ども部子ども相談室   

（室長・保健師・保育士・家庭相談員・   

心理士）   

障害者生活支援センター   

（所長・療育］う、ィネ一夕ー・相談支援専門員）   

養護学校   

一校長・教頭・小学郡部長・教育相談専   

任等）   

・相談・指導・体騒・参観等  

教育事務所  

（教育相談員、特別支援課）  

市教育委員会（就学指導担当）   

・言十画・依頼・相談・記録  

寸  

保育課（課長）   

保育園（園長・年長担任等）  

幼稚園（園長・年長担任等）  

病院（Dr、ST、OT、PT等）  

保健所（のびのび教室）  

子ども  

保護者  

小・中学校  

（校長・教頭・特別支援教育］ティネーター・特  

別支援学級・京尤学指導担任・副担任・1年   

担任）   

（ことばの教室担当の教諭）   



● 教育相談への働きかけと理解の得方  

課題21どこでどのように働き力＼け、理解を図り、  

教育相談へつなぐか（保護者との接点）  
保育匡卜幼稚園  

日常生活力＼ら保護者への  

働きかけ  
Ex．1就学前教育相談の案内の配布→保護者より相談   

（年長・年中→年長・年中■年少に拡大）  

2子ども相談室からの働きかけ   

きイ呆青函からの働き力＼け   

a学校（発達検査から再検査へ：事前予告を）  

5孝L幼児健吉多と療育ノート  

引呆育園・幼稚園訪問から  

対象生情報のつかみ方   

サ乳幼児健喜多2周訪問卦子育て支援手帳  

Lr）   ト教育相談】‥・就学前教育相談および教育相談  相談対象児童  

（保護者の承諾を得ている）  

相談者  

・子ども相談室  

・支援センター療育Co  

・養護学校相談室  

・就学指導担当  

・園長、保育士  

卜保健師、児童相談所）  

相談内容  

・日常生活での配慮事項  

・学校参観・体馬英  

・検査  

・学校との懇談  

・就学指導委員会の判断   

の伝達  

保護者の理解  

と同意が必要  

就学指導委員会   

対象児童  

約200回  

課題2－2 どのように対象生をあげるか  



● 幼稚匡卜保育園と小学校と中学校との連携  

現在おこなってきていること  

∴  ∴   

1）「入学前相談窓［］設置」の依頼  

≧保護者の希望により、小学校との懇談   

随時：学校での支援の様子を聞いたり、検査結果を伝えたりして配慮をお願いしたい相談等   

H19年度はi②合わせて100回以上  

③参観体馬美学習・行事への下見など（園児の必要性と保護者の希望による）  

r垂教育相談からの情報連絡芸（全11小学校）   

保護者同意の情報（園生活での工夫や支援対応など・文章含む）に限定し、小学校へ伝える   

三学期（2～3月）申送り連絡芸：校長、教頭、一年生担任、特別支援学級担任、就学指導担当  

特別支援教育コーディネーター  

子ども相談室、支援センター、養護学校、市教委  

′5一年生担任者との情鞘交換会（全11小学校）   

一挙期（4～7月）教育相談対象者の就学後の様子とぅ後の支援について   

子ども相談室、支援センター、養護学校、市教委  

6）来入児発達検査（二6月）と健康喜多断（9～11月）←小学校にて  

⑦園と学校の先生方の互いの参観しあい（今後の課題）  

⑬幼保小連絡会  

⑨一目入学  

⑩子育て支援手帳（二今後の課題）  

くエ   

の充実  

］堰別支援教育コーディネーター連紹会  

2、小申達絹会  

副本験学習  

a支援シート  



回 連携の変遷（事例）  

＜第1期＞ 気づき～N教室参加まで  

・乳幼児健喜多や保育園生活のなかで、保健師や保育士より、本児への支援の必要性が上がった。  

・気つきから、関係者（行政の家庭相談員、保健師、支援センターの療育コーディネーター等）に惰粥が伝   

えられた。  

園1 気つき～N教室参加まで  

「、   

＜箋2期＞ 保育園訪問、N教室参加  

・N教室への参加や病院受喜引こつながり、さまざまな専門職や機関による支援を受けるようになる。保健師・   

家庭相談員・療育コーディネーターらによる保育園訪問の実施や、保育園加配保育士によるN教室への見   

学、母親と保育園スタッフを交えての保護者面接の実施などがおこなわれた。  

・児童相談所の巡回相談や保健所の心理相談への相談実施にあたって、家庭相談員が調整や当日の同行など   

をおこなった。  

くN教室スタッフ＞  

保健所保健師  
家庭相談員  

病院の言語聴覚士  
療育コーディネーター  
養護学校コーディネーター  

巨育園  

舌  春        三保育士   ■  母 親 面 接  ・．：＝窒  クラス担任    ＼ ∠ 上   
病院（ST）  

訪問（行動観察、  

し‾ つ′  ＿ヽ．1．＿＿＿  

村保健師  家庭相談員   療育コーディ   
ネーター  

因22 心理相談  図2－1 保育園訪問、N教室  



＜第3期＞ 就学相談  

・学校見学や学校体告剣こ向けての保護者面接、見学や体騒への同行、衰尤学指導委員会の判定粥告のための保   

護者面接、保育園から学校への引継ぎ含議なとがおこなわれた。  

＜N教室スタッフ＞  

保イ建所保健師  
家庭相談員  

病院の言語聴覚士  
療育コーディネーター  
養護学校コーディネーター  

00  

図3 京右学帽喜炎  

＜箋4期＞ 就学後  

・個別の教育支援計画作成や関係者による個別の支援会議の開催をおこなった。  

・家庭相談員や療育コーディネーターによる学校訪問（入学後の経過観察、引き継ぎした支援への評価）や、   

保護者面接をおこなった。  

図42 学校訪問、保護者面接  図41 個別の支援芸喜義  

＜引用文献＞  

高橋佳子・加瀬進（、2006）「総合相談支援体制の構築と専門職種問協働の在り方に関する研究一長里予県A薗工或における特別な支援を要  

する就学前児に対する相談支持体制を手カギかりに」東京学芸大学大学院修士論文   



匡］エピソード表  
＜H14年麿・未満児クラス＞  

年月  エビソード  本児・保護者の動き   専門職の動き   

H14．6  保育園より「多動、ことばの遅れ、  ・保育園が村の保健師に相談する  ・村の保健師は福祉事務所の家庭  
奇声」との主訴あり 相談員に電話相談する  

・家庭相談員は支援センターの療育  
コーディネーターに保育園訪問への  

同行を依持する。  

H14．8  保育園訪問耳  ・家庭相談員、療育コーディネーター、村の保健師で行動観察をおこなう。  

（行動観察とカンファレンス〉  ・家庭相談員、療育コーディネーター、村の保健師、保育園職員でカンプア  
レンスをおこなう。  

母親面接   ・家庭相談員、村保健師、母親とで面接をする。  

保育園より「問題行動が多発し、  ・家庭相談員は、療育コーディネー  ・家庭相談員は加配保育士をつける  
対応に囲っているご加配保育を希  クー、村保健師と話し合う 手配をおこなう。   
望」との要請あり⊃  

Ht4．9  加配保育士がつく  

保育園訪問乏二 ・家庭相談員、療育コーディネーター、村の保健師で行動観察をおこなう。  

（行動観察とカンファレンス、母親  ・療育コーディネーターは発達検査  
面接）  を実施。  

母親面接  ■母親、家庭相談員、療育コーディネーター、村の保健師、保育園職員でカンファレンスをおこなう「支援の  
方向性として、N教室に参加して専門的療育を受けること、病院を受診することが確認されるこ  

3歳児健診   ・母親は本児を連れて受けに采  
る。フォロー対象となる。  

・母親・本児でN教室に初参加。  ・家庭相談員、療育コーディネーター  ・村の保健師が母親に同行して、母  
ともにN教室にスタッフとして参加す  親とともにトJ教室の様子を見学する。   

Ht4．】0  3歳児健診フォローとしての個別の  ・児童相談所の担当者が心理相談  
心理相談   を実施する。  

・母親・本児でN教室に参加す  

る⊃   支援を実施。母親面接も実施。   

Ht4．11  保育園訪問（罫  ・家庭相談員、療育コーディネーター、村の保健師で行動観察をおこなう。  

（行動観凛とカンファレンス、母親  ・家庭相談員、療育コーディネーター、村の保健師、保育園職員でカンフア  

面嘩）  レンスをおこなう。  

母親面接  ・母親、家庭相談員、療育コーディネーター、村の保健師、保育園職員らで母親面接をおこなう。   

支援を実施。母親面接も実施。   

・母親・本児でN教室に参加す  

支援を実施。母親面接も実施。   

・母親・本児でN教室に参加す  

支援を実施。母親面接も実施〔，   

・母のみN教室に参加。   ・家庭相談員、療育コーディネーター、その他N教室スタッフらで母親面接  
を実施。   

の   

＜H15年度・年少児クラス＞  

年月   エピソード   本児・保護者の動き   専門職の動き   
H15．4  病院への受診開始   母親は本児を病院の小児科に受診させるようになり、言語療法訓練（ST）も開始されることになった。小児  

科受診は3ケ月に一回、言語療法訓練は2週間に1回の頻度で継続となる。  

・母親・本児でN教室に参加す  ・家庭相談員、療育コーディネーター、その他N教室スタッフらで本児への  
支援を実施。母親面接も実施。  

ST   ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける。  

H15．5  保育園訪問④  ・家庭相  員、療育コーディネーターで行動観察をおこなう。  

（行動観察とカンファレンス） ・家庭相談員、療育コーディネーター、保育園職員でカンファレンスをおこ  
なう二  

・母親・本児でN教室に参加す  



（行動観察とカンファレンス ・家庭相談員、療育コーディネーター、保育園職員でカンファレンスをおこ  
なう 

N教室への参加  ・母親・木児で卜」教室に参加す  
る 支援を実施。母親面接も実施 

ST  ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける 

H15．8  N数量への参加  ・母親・本児でN教室に参加す  
る 支援を実施二母親面接も実施 

ST  本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける 

H15．9  保育園訪問富  ・家庭相談員、療育コーディネーターで行動観察をおこなう 

（行動観察とカンファレンス）  家庭相談員∴靡育コ…ディネーター、保育園職員でカンファレンスをおこ  
なう 

・母親・本児でN教室に参加す  

て写 亘   る。   支援を実施。母親面接も実施 

ST  ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける。  

親・本児でN教室に参加す  

支援を実施。母親面接も実施 

ST  ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける。  

・家庭相言炎員、療育コーディネー  ・加配保育士がN教室での支援方法  
クー、その他N教室スタッフらで本児  
への支援を実施。母親面接も実施 

・家庭相談員、療育コーディネーターで行動観察をおこなう。  
（行動観察とカンファレンス、母親  ・家庭相談員、療育コーディネーター、保育園職員でカンファレンスをおこ  
面接）  なう 

母親面接  ・母親、家庭相談員、療育コーディネーター、保育園職員らで母親面接をおこなう。  

ST  ・本児は母∃卿こ連れられて病院  
にてSTを受ける 

Ht5．12  ■母親・本児でN教室に参加す  
る。   支援を実施。母親面接も実施。  

ST  ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける。  

H16．t  ・母親■本児でN教室に参加す  
る。   支援を実施。母親面接も実施。  

ST  ・本児は母薫別こ連れられて病院  
にてSTを受ける 

H‡6．2  ・母親・本児でN教室に参加す  
る。   支援を実施。母親面接も実施。  

ST  ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける。  

H16．3  保育園萄澗⑧  ・家庭相談員、療育コーディネーターで行動観察をおこなう。  

（行動観葉とカシフアレンス）  ・家庭相談員、療育コーディネーター、保育園職員でカンファレンスをおこ  
なっ。  楕 

・母のみN教室に参加 ・家庭相談員、療育コーディネーター、その他N教室スタッフらで母親面接  
を実施。  

・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける 

O
L
 
 
 

＜H16年度・年中児クラス＞  



にてSTを受ける。  

＜ト‖7年度・年長児クラス＞  

年月   エピソード   本児・保護者の動き   書門戦の動き   

H17．4  加配保育士が変わる  

・母親・本児でN教室に参加す  
る。   支援を実施。母親面接も実施。  

ST   ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける 

・母親・本児でN教室に参加す  
る 支援を実施。母親面接も実施 

ST   ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける。  

Ht7．6  保育早野間⑩  ・家庭相談員、療育コーディネーターで行動観察をおこなう。  

（行動観察とカンファレンス）  ・家庭相談員、療育コーディネーター、保育園職員でカンファレンスをおこ  

なう。  

保障所の心理相談   ・母親、本児、家庭相談員で受ける。療育手帳、特別児童扶養手当を   ・児童相談所の心理相談員が本児  
とる の発達の様子を確認 

・母親・本児でN教室に参加す  
る ター、その他N教室スタッフらで本児  

への支援を実施っ母親面接も実施 

ST   ・本児は母矧こ連れられて病院  
にてSTを受ける 

・本児は地元小学校にて来入  
児検査（発達）を受ける 

・母親，本児でN教室に参加す  

る。   支援を実施。母親面接も実施 

S丁   ・本児は母親に連れられて病院  
にてSTを受ける 

H17．8  ・母親・本児でN教室に参加す  
支援を実施。母親面接も実施 

・本児は母親に連れられて病院  S‾r  

にてSTを受ける。  




